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1-1-4  
通信に関する理論

 2

優先度：　低



誤り検出・訂正
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誤り検出・訂正と代表的手法
• ネットワークを通じて伝送したデータの誤りを検出したり, その
場で回復処理を行うのが誤り制御 

誤り検出・訂正の種類と代表的手法は以下の通り
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誤り検出・訂正の種類 代表的な手法

１ビット誤り検出 パリティ(奇数パリティ, 偶数パリティ)

１ビット誤り訂正　＋　１ビット誤り検出 垂直パリティ

１ビット誤り訂正　＋　２ビット誤り検出 ハミング符号

nビット誤り検出 CRC



パリティ 
(パリティチェック)
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パリティ
•ある数字の並びの合計が偶数か奇数かによって通信の誤りを検出する
技術 

データの最後にパリティビットを付加し, そのビットを元に誤りを
検出 

• 偶数パリティ 

1の数が偶数になるようにパリティビットを付加 

• 奇数パリティ 

1の数が奇数になるようにパリティビットを付加
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奇数パリティ・偶数パリティ

• ７ビットのデータ1100010 

偶数パリティ 

1の数が奇数なので1を付加して：11000101 

奇数パリティ 

1の数が奇数なので0を付加して：11000100
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垂直パリティ・水平パリティ
• 1ビットの誤りを訂正することができる 

垂直パリティ 

データが送られるごとに, 最後に1ビットのパリティビットをつけるやり方 

水平パリティ 

それぞれのビットのデータを横断的にみて, 全体で誤りがないかどうかを
チェック 

• 垂直パリティと水平パリティを組み合わせることにより, どこかに1ビットの誤り
が発生した場合にその場所を特定でき, ビットを反転させることでエラーを訂正で
きる
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水平垂直パリティの問題
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解答

垂直水平パリティの問題が出てきたらとにかく「１ビット」
を選択しましょう！！！
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ハミング符号
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ハミング符号

• データにいくつかの冗長ビットを付加することによって, 
１ビットの誤りを検出し, それを訂正できる仕組み 

• 基本的に指示に従えば解くことができます
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ハミング符号の問題
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解答
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CRC
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CRC 
(Cyclic Redundancy Check)
• 連続する誤りを検出するための誤り制御の仕組み 

送信する基となるデータを, あらかじめ決められた多項式で除算し, その余りを
CRCとする 

• CRCのエラーチェックは, 改ざん防止などのセキュリティチェックには使えない 
データは暗号化されていないテキストであり, 多項式は公開されているため, 改
竄して再設計することが可能なため 

• バースト誤りに有効. 家庭や社内のLANで一般的に使われているイーサネットのパ
ケットでは, 誤り検出にCRCを用いている 

バースト誤り：ケーブルの不良や混線などによって誤りが一度にまとめて起こ
ること
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問題
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直近では1回しか出題されていないので,  
CRC対策の優先度はかなり低いです



解答
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おまけ(過去問)
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ハミング符号の問題
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解答
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直近のデータでは,  
ハミング符号の問題は 

排他的論理和を使った問題が 
よく出題されています


